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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第133期
第２四半期
連結累計期間

第134期
第２四半期
連結累計期間

第133期

会計期間
   自平成23年４月１日
   至平成23年９月30日

   自平成24年４月１日
   至平成24年９月30日

   自平成23年４月１日
   至平成24年３月31日

売上高（千円） 13,354,968 12,764,890 26,350,730

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
81,448 △80,419 217,149

四半期純損失（△）

又は当期純利益（千円）
△390,689 △91,714 63,612

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△331,528 13,705 △32,421

純資産額（千円） 15,384,645 15,500,856 15,585,451

総資産額（千円） 28,103,353 26,754,744 27,629,706

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額（円）

△19.87 △4.67 3.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 54.7 57.9 56.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
177,767 329,098 539,051

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△220,832 △836,464 △1,513,759

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,428,535 △520,159 2,214,948

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
4,877,455 2,711,229 3,724,864

　

回次
第133期
第２四半期
連結会計期間

第134期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
   自平成23年７月１日
   至平成23年９月30日

   自平成24年７月１日
   至平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）
△27.20 △10.00

　

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。
　
(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要もあり、緩やかではあるものの景気

持ち直しの兆しが見られました。しかしながら、中国等新興国経済の伸び悩み、欧州経済の政府債務危機に伴う世界

景気減速や円高による輸出の鈍化等により依然として厳しい状況のまま推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループ（当社及び連結子会社）では、海外を含めた生産及び販売展開、新製品の開

発、生産性の向上及び不良率の低減を積極的に行いました。また、国内においては４月に加須工場（埼玉県加須市）

が竣工し、生産を開始しました。また、臨時的に賃借していた田村工場（福島県田村市）を契約どおりに返却しまし

た。海外においては、５月に安吉藤倉橡膠有限公司（中国浙江省）を竣工しました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は127億６千４百万円（前年同四半期比4.4％減）、営業利益

は１百万円（前年同四半期比99.5％減）、経常損失は８千万円（前年同四半期は経常利益８千１百万円）となりま

した。

さらに、東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故に起因した損害の賠償のうち一部合意のあったものにつ

いて特別利益に計上しました。また、将来の税負担軽減を見込んで計上していた繰延税金資産の一部を取り崩した

こと等により、四半期純損失は９千１百万円（前年同四半期は四半期純損失３億９千万円）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

① 産業用資材

主力の工業用品部門は、主な自動車メーカーは増産となったものの在庫調整及び品種構成の変化により受注

減となったため減収減益となりました。制御機器部門は、医療品分野が好調だったものの、液晶半導体分野につ

いては客先の生産調整により受注が減少し、減収減益となりました。電気材料部門は、電力・情報通信関係が好

調により収益を押し上げたため増収増益となりました。

この結果、売上高は76億７千７百万円（前年同四半期比4.6％減）、営業利益は３千４百万円（前年同四半期

比88.4％減）となりました。

② 引布加工品

引布部門は、一部の自動車関係の受注が好調だったものの、エレクトロニクス関連製品の価格競争が激化し

単価が下落したため増収減益となりました。印刷機材部門は、拡販及び工場の経費削減に努めたため増収増益

となりました。加工品部門は、運送関連製品と舶用品の国内での売上が好調に推移したため増収増益となりま

した。

この結果、売上高は22億８千２百万円（前年同四半期比5.1％増）、営業利益は７百万円（前年同四半期は営

業損失９千１百万円）となりました。

③ スポーツ用品

ゴルフ用カーボンシャフト部門は、米国での市況悪化による販売不振及び国内販売の買い替え需要の低迷に

より、前年に比べ減収減益となりました。アウトドア用品部門は、春先は登山ブームによりシューズの売上が好

調だったものの、夏場は全国的に猛暑だったため登山用品全体の売上が低調に推移したため減収減益となりま

した。

この結果、売上高は25億３千９百万円（前年同四半期比10.4％減）、営業利益は１億４千６百万円（前年同

四半期比41.7％減）となりました。

④ その他

物流部門は、需要の低迷により荷動きが悪化したため、減収減益となりました。

この結果、売上高は２億６千５百万円（前年同四半期比12.5％減）、営業利益は３千４百万円（前年同四半

期比15.7％減）となりました。 
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前第２四半期連結累計期間

に比べ21億６千６百万円減少（前年同四半期比44.4％減）し、27億１千１百万円となりました。
　
　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は３億２千９百万円となりました。これは主に

税金等調整前四半期純損失が税金等調整前四半期純利益に転じたことや、たな卸資産の増減額が減少したことに

よるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は８億３千６百万円となりました。これは主に

有形固定資産の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は５億２千万円となりました。これは主に短期

借入金の純増減額が減少に転じたことによるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更、及び新たに発生した事

業上及び財務上の対処すべき課題はありません。
　
(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５億１千６百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
　
(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループを取り巻く事業環境の中で、経営成績に重要な影響を与える要因は、原材料の高騰、為替動向、販売

価格の下落、急速な技術革新に対する対応、環境への配慮であります。

当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、購買及び生産体制の効率化によるコストダウン、為替

管理の強化や生産・販売体制の見直し、技術開発への積極的な投資、環境負荷物質を使用しない製品の開発と供給

を進めております。

　また、原材料価格・為替の動向を注視しながら真のグローバル企業を目指し、引き続き世界的規模での企業活動を

続け、当社グループの企業価値を高めてまいります。

　

(6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループは、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行５行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。

　

(7）経営者の問題認識と今後の方針について

　経営者の問題認識と今後の方針につきましては、（5）に記載のとおりであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月９日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 23,446,209 23,446,209
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数100株

計 23,446,209 23,446,209 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
― 23,446,209 ― 3,804,298 ― 3,207,390
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（百株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社フジクラ 東京都江東区木場１－５－１ 47,763 20.37

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川２－27－２ 12,492 5.33

富国生命保険相互会社 東京都千代田区内幸町２－２－２ 9,500 4.05

藤倉化成株式会社 東京都板橋区蓮根３－20－７ 5,698 2.43

藤倉航装株式会社 東京都品川区荏原２－４－46 5,152 2.20

日東商事株式会社 大阪市北区西天満４－12－５ 4,500 1.92

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１ 4,180 1.78

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内２－１－１ 4,008 1.71

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２－２－１ 3,690 1.57

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１－１－２ 3,500 1.49

計 － 100,483 42.86

（注）　上記のほか、自己株式が37,860百株あります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 3,786,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　19,642,000 196,420 ―

単元未満株式 普通株式　　　18,209 ―
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 23,446,209 ― ―

総株主の議決権 ― 196,420 ―

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数30個が含まれております。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式74株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

藤倉ゴム工業

株式会社

東京都江東区有明

三丁目５番７号

ＴＯＣ有明

3,786,000― 3,786,000 16.15

計 ― 3,786,000― 3,786,000 16.15

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　

　

　

　

　

EDINET提出書類

藤倉ゴム工業株式会社(E01094)

四半期報告書

 7/20



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。
　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,724,864 2,711,229

受取手形及び売掛金 6,656,075 6,594,074

有価証券 1,200,459 900,000

商品及び製品 1,745,095 1,978,149

仕掛品 2,213,278 2,133,033

原材料及び貯蔵品 550,879 580,254

その他 1,248,340 1,225,476

貸倒引当金 △19,620 △22,199

流動資産合計 17,319,372 16,100,019

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,944,513 2,960,456

機械装置及び運搬具（純額） 1,888,157 2,151,385

土地 3,167,780 3,168,416

建設仮勘定 1,478,023 618,397

その他（純額） 268,959 276,645

有形固定資産合計 8,747,434 9,175,300

無形固定資産 176,922 183,870

投資その他の資産

投資その他の資産 1,400,961 1,307,194

貸倒引当金 △14,984 △11,641

投資その他の資産合計 1,385,976 1,295,553

固定資産合計 10,310,333 10,654,724

資産合計 27,629,706 26,754,744
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,343,881 2,435,969

短期借入金 4,052,392 4,156,373

未払法人税等 146,063 117,206

賞与引当金 287,143 287,635

その他 1,942,545 1,407,102

流動負債合計 8,772,026 8,404,287

固定負債

長期借入金 2,400,000 1,880,568

退職給付引当金 649,749 746,040

環境対策引当金 42,467 42,467

資産除去債務 20,800 20,800

その他 159,211 159,724

固定負債合計 3,272,228 2,849,600

負債合計 12,044,255 11,253,887

純資産の部

株主資本

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,230,719 3,230,719

利益剰余金 10,303,876 10,113,861

自己株式 △1,556,395 △1,556,395

株主資本合計 15,782,499 15,592,483

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 92,493 14,841

繰延ヘッジ損益 379 －

為替換算調整勘定 △289,920 △106,469

その他の包括利益累計額合計 △197,047 △91,627

純資産合計 15,585,451 15,500,856

負債純資産合計 27,629,706 26,754,744
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 13,354,968 12,764,890

売上原価 10,767,435 10,432,515

売上総利益 2,587,532 2,332,374

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 230,353 186,329

給料及び手当 795,708 790,836

賞与引当金繰入額 90,232 79,746

退職給付費用 63,604 58,139

減価償却費 45,237 46,953

開発研究費 186,724 185,424

その他 919,614 983,546

販売費及び一般管理費合計 2,331,475 2,330,975

営業利益 256,057 1,399

営業外収益

受取利息 3,372 15,115

受取配当金 32,595 29,364

受取賃貸料 30,606 12,343

その他 33,806 76,163

営業外収益合計 100,381 132,986

営業外費用

支払利息 18,831 22,929

賃貸収入原価 15,602 3,481

為替差損 182,478 67,372

その他 58,077 121,021

営業外費用合計 274,990 214,805

経常利益又は経常損失（△） 81,448 △80,419

特別利益

固定資産売却益 428,145 －

受取補償金 － 195,910

その他 50,000 －

特別利益合計 478,145 195,910

特別損失

投資有価証券評価損 － 32,099

固定資産除却損 166,938 －

災害による損失 463,081 －

特別損失合計 630,019 32,099

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△70,426 83,391

法人税、住民税及び事業税 168,763 109,062

法人税等調整額 151,500 66,043

法人税等合計 320,263 175,105

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △390,689 △91,714

四半期純損失（△） △390,689 △91,714
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △390,689 △91,714

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △93,875 △77,651

繰延ヘッジ損益 － △379

為替換算調整勘定 153,036 183,451

その他の包括利益合計 59,160 105,420

四半期包括利益 △331,528 13,705

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △331,528 13,705
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△70,426 83,391

減価償却費 701,972 543,236

のれん償却額 － 2,117

環境対策引当金の増減額（△は減少） 2,037 －

災害損失引当金の増減額（△は減少） △42,658 －

災害による損失 3,890 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,811 △1,160

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,771 347

退職給付引当金の増減額（△は減少） 92,683 96,246

受取利息及び受取配当金 △35,967 △44,480

支払利息 18,831 22,929

為替差損益（△は益） 149,523 125,460

投資有価証券評価損益（△は益） － 32,099

有形固定資産除却損 67,562 6,077

有形固定資産売却損益（△は益） △428,145 －

受取補償金 － △195,910

売上債権の増減額（△は増加） △194,761 84,556

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,006,217 △165,030

前払費用の増減額（△は増加） △30,795 14,415

その他の流動資産の増減額（△は増加） △127,952 △79,593

仕入債務の増減額（△は減少） 662,450 76,828

未払金の増減額（△は減少） 196,251 △172,664

未払費用の増減額（△は減少） 60,337 △97,081

その他の流動負債の増減額（△は減少） 284,350 3,170

未払消費税等の増減額（△は減少） 21,748 △94,777

その他の固定負債の増減額（△は減少） 1,556 2,423

その他の負債の増減額（△は減少） △21,153 4,327

その他 7,954 6,133

小計 297,490 253,062

利息及び配当金の受取額 40,264 45,711

利息の支払額 △18,829 △22,973

補償金の受取額 － 195,910

法人税等の支払額 △141,158 △142,613

営業活動によるキャッシュ・フロー 177,767 329,098
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 303,192 300,000

有形固定資産の取得による支出 △1,417,963 △1,118,219

有形固定資産の売却による収入 416,889 －

無形固定資産の取得による支出 △7,049 △21,545

投資有価証券の取得による支出 △32 △66

定期預金の増減額（△は増加） 550,840 －

貸付けによる支出 △20,610 △34,200

貸付金の回収による収入 19,983 36,681

その他の支出 △82,185 △8,444

その他の収入 16,103 9,329

投資活動によるキャッシュ・フロー △220,832 △836,464

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 776,550 △540,451

長期借入れによる収入 2,000,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △250,000 △375,000

配当金の支払額 △91,780 △98,222

リース債務の返済による支出 △6,233 △6,485

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,428,535 △520,159

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,067 13,890

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,391,537 △1,013,634

現金及び現金同等物の期首残高 2,485,917 3,724,864

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,877,455

※
 2,711,229
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【会計方針の変更】

　（減価償却方法の変更）

　　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

16,489千円増加、また、経常損失は16,489千円減少しております。 

 

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　輸出為替手形割引残高　

                                                                                           （単位：千円）

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

輸出為替手形割引残高 386 5,032

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記　のと

おりであります。

                         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　（単位 : 千円）　

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 4,919,428 2,711,229

預入期間が３か月を超える定期預金 　　　　△41,973 　　　　－

現金及び現金同等物 4,877,455 2,711,229
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 98,300 5 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月10日

取締役会
普通株式 98,300 5 平成23年９月30日平成23年12月６日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 98,300 5 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月８日

取締役会
普通株式 78,640 4 平成24年９月30日平成24年12月６日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計

　
　

調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２産業用資材

引布
加工品

スポーツ
用品

その他  

売上高        

外部顧客への売上高 8,045,7142,171,2962,835,093302,86413,354,968― 13,354,968
セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 86,47486,474△86,474 ―

計 8,045,7142,171,2962,835,093389,33813,441,442△86,47413,354,968

セグメント利益

又は損失（△）
300,313△91,504251,80740,769501,386△245,329256,057

（注）１　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去301千円及び各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△245,631千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に　　　かか

る費用であります。

　　　２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。　　　

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

合計

　
　

調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２産業用資材

引布
加工品

スポーツ
用品

その他  

売上高        

外部顧客への売上高 7,677,9722,282,2982,539,493265,12612,764,890― 12,764,890
セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 98,01898,018△98,018 ―

計 7,677,9722,282,2982,539,493363,14512,862,909△98,01812,764,890

セグメント利益 34,8817,833146,70434,360223,779△222,3801,399

（注）１　セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去219千円及び各報告セグメントに配分していない

　　　全社費用△222,600千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門に　　　かか

る費用であります。

　　　２  セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。　　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

　　１株当たり四半期純損失金額（△） △19円87銭 △4円67銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（△）（千円） △390,689 △91,714

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る

四半期純損失金額（△）（千円）
△390,689 △91,714

普通株式の期中平均株式数（株） 19,660,135 19,660,135

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在　株

式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

 

２【その他】

　平成24年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）配当金の総額………………………………………78,640千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年12月６日

（注）　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

藤倉ゴム工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 野　口　　和　弘　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　原　　　学　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤倉ゴム工業株式

会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤倉ゴム工業株式会社及び連結子会社の平成２４年９月３０日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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